





































































ヤ。 」という一文 新たに加えられ 「ヒソデラ」と呼ばれる
ようになった起源の出来事であるという特徴が話に付け加えられている。
この比蘇寺縁起に大きな変化がみられたのが、次の『聖徳
太子伝暦』である。この書物では、舞台となる時代を、聖徳太子が二十四歳、推古天皇 即位から三年（五九六）としており、 『書紀』の欽明十四年（五五四）とも、 『霊異記』の敏達天皇の時代（五七〇～五八六）とも大きな時期の違いがある。発見された木は、これも前者と違い、 「是為沈水香者也。此木名栴檀香木」とあり 「栴檀」という名の 香木」である。この香木については後に説明するが、発見する際の特徴として「其香異薫」と う記述が新たに加えられてい 。これを聖徳太子が使いを遣わして手に入れ、 である 見抜く。そして推古天皇に進言し、勅命を受けて百済工に仏像を造らせた、としている。造られた仏像 観音菩薩であり像の数については書かれていなかっ が、吉野の比蘇寺に安置され、時々光を放ったと記述されている。『聖徳太子伝暦』説話の特徴を受け継いでいるのが、 『扶桑略記』 、 『聖徳太子伝記』 、 『元亨釈書』である。『扶桑略記』は表記の違いは見受けられるが、おおむね
『聖徳太子伝暦』と似ている。 『伝暦』の影響を強く受けてい
60
ると推測される。『聖徳太子伝記』と『元亨釈書』も、 『聖徳太子伝暦』と年代が共通し、話の構成も似通っている。しかし、 『聖徳太子伝記』で見つかるのは「赤栴檀」という名の木であり、そしてこれは『聖徳太子伝暦』や『扶桑略記』とは異なり「浮木」で、 「而其色嚴、切取テ焚之、其香遠ク薫ス」であった。また『聖徳太子伝記』においては、聖徳太子がこの木が香木であるというだけでなく、 「霊木」であると言及したことを新たに加えて る。また、 「彼靈像常ニ放光、故ニ名現光寺」という記述があり、 「現光寺」と う名の起源 している。『元亨釈書』は『聖徳太子伝暦』や『扶桑略記』に酷似しているが、 「南海之濱有浮査」から『聖徳太子伝記』と同じく香木が浮いていた 明記され る点で異 る。時代順に見てみると、比蘇寺の造像説話は、まず「推古以
前の時代で、海中でクスノキを発見し、天皇または皇后 それを用いて仏像を造 ことを命じ、光を放つ仏像を造り 比蘇寺に安置した」という内容 、 「推古天皇の御代、三年に岸に流れ着いた香木を発見し、聖徳太子の進言で光を放つ仏像が造られ、比蘇寺に安置した」と う内容 二つに分けら
















られたのが『聖徳太子伝曆』である。 『伝暦』は聖徳太子の伝説を一つにまとめた書物である。 『日本書紀』 『上宮記』『上宮聖徳法王帝説』などをはじめとして、聖徳太子の伝記・説話は数多く伝えられ 。その中には、この比蘇寺縁起のように以前 聖徳太子の時代の説話 なかったも が、太子の時代に擬せられた例も多々存在する。この説話も太子信仰の影響を受けて変化し とみるこ ができると思う。そう考えると、第二の系統は、聖徳太子 霊験説話として強調され、造像譚よりむしろ太子信仰の喧伝を目的 して書かれた説話とすることができる。
比蘇寺縁起で、仏像の用材となった木は大きくクスノキと


























り。檀にて刻せる佛像有り 上に石蓋 懸く 鄔陁衍那王の作りし所也。靈相間起 、神光時として照すこあり。諸國の君主は力を恃みて擧げんと欲し、人衆を多
63　比蘇寺縁起考─仏像の用材の問題を中心に─






























幅広く浸透していたことを示し、その背景に「ビャクダンの代用材と ての「栢」 、つまりカヤの認識であった 考えられる」という。そして、その代用材による檀像という考え方による一木彫像の成立の契機が 鑑真の来朝にあったということを推測されている。鑑真は、艱難を乗 越え 、天平勝宝六年（七五四）に来朝 、唐招提寺を建立した。鑑真は中国でも木彫像の制作を行っており、鑑真の一行には「雕檀・刻鏤」という檀 制作にかかわると思われる工人がいたとい





















































 鈴木喜博「柏木像と檀像彫刻」 （ 『美術史』第一〇七号、一九七九年）参照。
（
11）















1書物の成立年 寺 仏像が寺に納められた経緯 造られた仏像 造仏に至る経緯 木の入手経緯 発見された木 場所 時代






八二四年 豊浦堂→竊寺 守屋の騒動で稲藁の中に隠し、その後取り出され勅命により吉野の竊寺 安置。 阿弥陀の像（光を放つ） 大部屋栖野古の連の公が皇后に進言し、皇后の許しを得て 池辺直氷田に菩薩三軀を造らせた。 大部屋栖野古聞きて奏す。天皇は黙り込んで信じなかった。皇后に奏上すると、皇后は信じた。その命を受けて屋栖野古が行き、 「霹靂に当たりし楠」を手に入れた。 霹靂に当たりし楠 和泉国の海中↓高脚の浜 敏達 日本霊異記
九一七年 吉野比蘇寺 観音菩薩高数尺（時々放光） 聖徳太子の進言を受けた天皇が勅命 出し、百済工に じて造らせた。 嶋人が沈水と知らずに薪に交えて竃で焼く。太子が使を遣わして献上させた。 栴檀（一‐囲長八尺） 土左南海↓淡路嶋南岸 推古三年卯乙春三月→四月聖徳太子伝暦
一〇九四～一一〇七年 吉野比蘇寺 觀世音 栴檀だと見抜いた太子の進言を受けて天皇が勅命をだし、百済工に造らせ 。 漂着した物の香が異しく薫ったため朝廷に献上した。 栴檀 土左南海↓淡路島南岸 推古三年乙卯春→夏四月扶桑略記
一一一〇年前後豊浦寺→現光寺 守屋の騒動で稲の中に隠した。その後取り出て奉った。 阿弥陀の像（安置の際、光を放つ） 文部屋栖野の連の公が皇后に進言し、皇后の許しを得て 池辺直氷田に菩薩三軀を造らせた 文部屋栖野が天皇に奏上するも天皇は信じなかったので皇后に申しあげる。后の命を受けた栖野が現地に行き、光る楠の大木を手に入れる。 大なる楠（現ニ光有リ） 河内国和泉郡敏達 今昔物語集
一三一八年頃大和國吉野郡比曾寺 十一面の尊形 太子の進言を受けて天皇が百濟國の佛工鳥に造らせた。 古い浮木を見つけ、それを焚いた所その香が遠く薫った。それを希代なものと思い、上洛して太子に奏す。 赤栴檀 土左南海↓淡路島 太子廿四歳春聖徳太子伝記
一三二二年吉野比蘓寺 觀音像（時々放光） 聖徳太子の進言を受けて天皇が百済工に造らせた。 沿海の民が漂着した物を薪の為に取ったところ、其の煙遠く薫ったため朝廷に献上し 。 沈水香木 南海之濱↓淡州南涯 推古三年春→四月 元亨釈書
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